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   東洋大学  荒巻 俊也 教授  （研究分担：東洋大学、東京大学） 

－ 研究開発概要 － 
○ 安定的な水供給・利用システムを構築していくうえでは、都市における再生水，貯留雨水，地下鉄浸出水などの分○ 安定的な水供給 利用シ テ を構築し くうえ は、都市 おける再 水，貯留雨水，地下鉄浸出水な 分

散型水資源の有効活用が重要。 

○ 都市域における分散型水資源について，利用可能水量と水質に配慮しながら雑用水や親水用水，非常用水源や熱
環境改善に活用するシステムについて，その環境パフォーマンスを地域住民の選好を取り入れながら評価していく手
法を構築する法を構築する． 
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○雨水の活用可能量の推定に影響を与える都市植生域の精緻な把握方法

－ 研究開発成果・今後の展開 － 

評価評価項目の定量化  選好の抽出

○雨水の活用可能量の推定に影響を与える都市植生域の精緻な把握方法
や、住民の意識構造の解析手法、都市分散型水資源の活用への階層分
析法（AHP）等の適用方法などは、実用的に利用可能であることは示され
たが、一方課題も示されており、さらなる検討や研究の蓄積が必要である。 

○本研究の成果は，健全な水循環の形成と環境に優しい都市への転換に○本研究の成果は，健全な水循環の形成と環境に優し 都市 の転換に
むけて，地域住民の選好を取り入れながら都市の水インフラの再構築を戦
略的に検討するうえで有効に活用される。また，都市における水資源に関
するさまざまな情報を多主体間で共有するための手法としても有効である。 

研究の詳細はコチラ→ e‐mail: aramaki@toyo.jp 


